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科目設定において、勘定科目の表示順を変更することができるようになります。 

リリース日：2013 年 5 月 1日(水)  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 勘定科目の表示順変更機能につきまして 

科目設定 マスタ作成  

科目設定の画面上部に［勘定科目表示順］ボタンが追加されます。 

これにより試算表や決算書における勘定科目の並び順が自由に変更で

きるようになります。 

 

 ⼿形科⽬、仮受・仮払消費税、諸⼝、科⽬未定、及び集計科⽬など仕訳で使⽤できない科

⽬は移動できません 

 中分類の枠を超えて移動をする事ができます。（ただし貸借、損益、製造原価のタブ内に限定） 

 前期以前の並び順を変更する場合は「年度切替」実施後に作業を⾏なって下さい。 

 年度切替ができない期(※)については、その直近の年度の並び順が採⽤されます。 

(※) PB システムでは仕訳入力を行なっておらず、過去実績値データが入っている期
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同じ分類内で表示順を変更する場合 

①  表示順を変更したい勘定科目にカー

ソルがある状態で[勘定科目表示順]

をクリックします。 

 

 

受取手形、支払手形、割引手形、裏書

手形、仮受・仮払消費税、諸口、科目未

定、および仕訳で使用できない科目は対

象外です。 

②  
 
 
 
 
 
 
 
 

ウインドウ右の[△][▽]ボタンで任

意の場所に移動し［F2 OK］をクリッ

クします。 

 

 

③  完了ダイアログに対し［OK］をクリ

ックします。 
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分類を超えて移動する場合の手順（例：「その他経費」に属する勘定科目を「その他人件費」へ移動させる） 

①  表示順を変更したい勘定科目にカー

ソルがある状態で[勘定科目表示順]

をクリックします。 

 

 

受取手形、支払手形、割引手形、裏書

手形、仮受・仮払消費税、諸口、科目未

定、および仕訳で使用できない科目は対

象外です。 

 

②  
 
 
 
 
 
 
 
 

ウインドウ右上の[選択中勘定科目

の所属分類を変更]をクリックしま

す。 

 

 

③  移動させたい先の分類を、下段「変

更後分類」で選択して[F2 OK]をクリ

ックします。 

 

 

 

消費税集計やマイナス処理などの設定は、

移動後に修正して下さい。 
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分類を超えて移動する場合の手順（例：「その他経費」に属する勘定科目を「その他人件費」へ移動させる） 

④  完了ダイアログに対し[OK]をクリッ

クします。 

 

⑤  
 
 
 
 
 
 
 
 

移動先の分類に科目が表示されます

ので［F2OK］をクリックします。 

 

その後完了ダイアログに対し[OK]を

クリックして作業完了です。 

 

 

移動する位置は、その分類の最下行となり

ます。適宜、分類内での移動を行なって下

さい。 
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